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このマニュアルでは、Oracle Database 10g を IBM AIX 5L（64 ビット）システムにすばや
くインストールする方法を説明します。次の内容について説明します。

1. このマニュアルの概要

2. root としてのシステムへのログイン

3. ハードウェア要件の確認

4. ソフトウェア要件の確認

5. 必要なオペレーティング・システム・グループおよびユーザーの作成

6. 必要なディレクトリの作成

7. oracle ユーザーの環境の構成

8. 製品ディスクのマウント

9. Oracle Database のインストール

10. Oracle Database 10g Companion CD からの製品のインストール

11. インストール後の作業

12. 追加情報

13. ドキュメントのアクセシビリティについて

1 このマニュアルの概要このマニュアルの概要このマニュアルの概要このマニュアルの概要
このマニュアルでは、デフォルトのインストール・オプションを使用して Oracle 
Database をインストールする方法を説明します。

このマニュアルで説明するタスクこのマニュアルで説明するタスクこのマニュアルで説明するタスクこのマニュアルで説明するタスク
このマニュアルでは、次のタスクを説明します。

� Oracle Database をサポートするためのシステムの構成

� 「基本インストール」オプションを使用したローカル・ファイル・システムへの
Oracle Database のインストール

� データベース・ファイルの格納にローカル・ファイル・システムを使用する汎用
Oracle Database の構成

正しくインストールされた場合の結果正しくインストールされた場合の結果正しくインストールされた場合の結果正しくインストールされた場合の結果
Oracle Database のインストールに成功すると、次の状態になります。

� 作成したデータベースおよびデフォルトの Oracle Net リスナー・プロセスがシステ
ム上で稼働します。
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� Oracle Enterprise Manager Database Control および iSQL*Plus が稼働中となり、Web
ブラウザからアクセスできます。

このマニュアルで説明しないタスクこのマニュアルで説明しないタスクこのマニュアルで説明しないタスクこのマニュアルで説明しないタスク
このマニュアルでは、「基本インストール」の使用例を取り上げますが、次のタスクの実
行方法は説明しません。

� 「拡張インストール」オプションを使用したソフトウェアのインストール

� すでに Oracle ソフトウェアが存在するシステムへのソフトウェアのインストール

� クラスタへの Oracle Clusterware および Oracle Real Application Clusters（RAC）の
インストール

� Enterprise Manager の電子メール通知または自動バックアップの有効化

� データベース記憶域としての自動ストレージ管理または RAW デバイスなどの代替記
憶域の使用

追加インストール情報の入手先追加インストール情報の入手先追加インストール情報の入手先追加インストール情報の入手先
このマニュアルで説明されていない情報を含む Oracle Database のインストール方法の詳
細は、次のいずれかのマニュアルを参照してください。

� ソフトウェアを単一システムにインストールする場合は、『Oracle Database インスト
レーション・ガイド for AIX 5L Based Systems（64-bit）』を参照してください。

� RAC インストールを実行する場合は、『Oracle Database Oracle Clusterware および
Oracle Real Application Clusters インストレーション・ガイド for AIX Based 
Systems』を参照してください。このマニュアルでは、RAC インストールの前提条
件である Oracle Clusterware のインストール方法も説明しています。

この 2 つのマニュアルは製品ディスクに収録されています。これらのマニュアルにアクセ
スするには、Web ブラウザを使用して、インストール媒体のトップレベル・ディレクト
リにある welcome.htmファイルを開き、「ドキュメント」「ドキュメント」「ドキュメント」「ドキュメント」タブを選択します。

2 root としてのシステムへのログインとしてのシステムへのログインとしてのシステムへのログインとしてのシステムへのログイン
Oracle Database をインストールする前に、rootユーザーとしていくつかのタスクを実
行する必要があります。rootユーザーとしてログインするには、次の手順の 1 つを実行
します。

� ソフトウェアを X Window System ワークステーションまたは X 端末からインストー
ルする場合、次の手順を実行します。

1. X 端末（xterm）など、ローカル・ターミナル・セッションを開始します。

2. ソフトウェアをローカル・システム以外にインストールする場合、リモート・ホ
ストの X アプリケーションをローカル X サーバーに表示できるように次のコマ
ンドを入力します。

$ xhost fully_qualified_remote_host_name

例 :

$ xhost somehost.us.acme.com

注意注意注意注意 : ソフトウェアは、X Window System ワークス
テーション、X 端末または X サーバー・ソフトウェアが
インストールされている PC またはその他のシステムか
らインストールする必要があります。
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3. ソフトウェアをローカル・システム以外にインストールする場合、ssh、
rloginまたは telnetコマンドを使用して、ソフトウェアをインストールする
システムに接続します。

$ telnet fully_qualified_remote_host_name

4. rootユーザーとしてログインしていない場合は、次のコマンドを入力して、
ユーザーを rootに切り替えます。

$ su - root
password:
#

� X サーバー・ソフトウェアがインストールされた PC またはその他のシステムからソ
フトウェアをインストールする手順は、次のとおりです。

1. X サーバー・ソフトウェアを起動します。

2. X サーバー・ソフトウェアのセキュリティ設定を構成して、リモート・ホストの
X アプリケーションをローカル・システム上で表示できるようにします。

3. ソフトウェアをインストールするリモート・システムに接続し、そのシステムで
X 端末（xterm）などのターミナル・セッションを開始します。

4. リモート・システムに rootユーザーとしてログインしていない場合は、次のコ
マンドを入力して、ユーザーを rootに切り替えます。

$ su - root
password:
#

3 ハードウェア要件の確認ハードウェア要件の確認ハードウェア要件の確認ハードウェア要件の確認
システムは、少なくとも次のハードウェア要件を満たしている必要があります。

� 1024MB 以上の物理的な RAM

� 次の表に、インストールされている RAM と構成されているスワップ領域の要件の間
の関係を示します。

� /tmpディレクトリ内の 400MB のディスク領域

� インストール・タイプに応じて Oracle ソフトウェア用の 3GB 以下のディスク領域

� ファイル・システム記憶域を使用する事前構成済データベース用の 1.2GB のディスク
領域（オプション）

注意注意注意注意 : このタスクの実行方法の詳細は、必要に応じてご
使用の X サーバーのドキュメントを参照してください。
使用している X サーバー・ソフトウェアによっては、タ
スクの実行順序が異なる場合があります。

RAM スワップ領域スワップ領域スワップ領域スワップ領域

1024 ～ 2048MB RAM のサイズの 1.5 倍

2049 ～ 8192MB RAM のサイズと同等

8193MB 以上 RAM のサイズの 0.75 倍
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自動バックアップの構成を選択した場合は、ファイル・システム上または自動スト
レージ管理ディスク・グループ内に、フラッシュ・リカバリ領域用の追加ディスク領
域が必要です。

システムがこれらの要件を満たしていることを確認するには、次の手順を実行します。

1. 物理的な RAM のサイズを調べるには、次のコマンドを入力します。

# /usr/sbin/lsattr -E -l sys0 -a realmem

システムにインストールされている物理的な RAM のサイズが必要なサイズに満たな
い場合は、追加のメモリーをインストールしてから続行してください。

2. 構成されているスワップ領域のサイズを調べるには、次のコマンドを入力します。

# /usr/sbin/lsps -a

追加のスワップ領域の構成方法は、必要に応じてご使用のオペレーティング・システ
ムのマニュアルを参照してください。

3. /tmpディレクトリ内の空きディスク領域の量を調べるには、次のコマンドを入力し
ます。

# df -k /tmp

/tmpディレクトリで使用できるディスク領域が 400MB 未満の場合は、次の手順の 1
つを実行します。 

� /tmpディレクトリから不要なファイルを削除します。

� oracleユーザーの環境を設定する場合（後述します）は、TEMPおよび
TMPDIR環境変数を設定します。

� /tmpディレクトリを含むファイル・システムを拡張します。ファイル・システ
ムの拡張方法は、必要に応じてシステム管理者に確認してください。

4. システムで使用できる空きディスク領域の量を調べるには、次のコマンドを入力しま
す。

# df -k

次の表に、ソフトウェア・ファイルのおおよそのディスク領域要件をインストール・
タイプごとに示します。

5. システム・アーキテクチャがソフトウェアを実行できるかどうかを調べるには、次の
コマンドを入力します。

# /usr/bin/getconf HARDWARE_BITMODE
64

予想していた出力が表示されない場合、このシステムにソフトウェアをインストール
することはできません。

注意注意注意注意 : 自動ストレージ管理または RAW デバイス・スト
レージを使用するデータベースのディスク領域要件につ
いては、この章の後半で説明します。

インストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプ ソフトウェア・ファイルの要件（ソフトウェア・ファイルの要件（ソフトウェア・ファイルの要件（ソフトウェア・ファイルの要件（GB））））

Enterprise Edition 2.0

Standard Edition 3.0

カスタム（最大値） 2.5
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4 ソフトウェア要件の確認ソフトウェア要件の確認ソフトウェア要件の確認ソフトウェア要件の確認
ご使用のオペレーティング・システムのディストリビューションおよびバージョンごと
に、システムが少なくとも次のソフトウェア要件を満たしている必要があります。

� オペレーティング・システムのバージョンは、AIX 5L バージョン 5.2、Maintenance 
Level 04 以上、または AIX 5L バージョン 5.3、Maintenance Level 02 以上である必要
があります。

� 次のオペレーティング・システム・ファイルセットが必要です。

bos.adt.base
bos.adt.lib
bos.adt.libm
bos.perf.libperfstat
bos.perf.perfstat
bos.perf.proctools
xlC.aix50.rte:7.0.0.4以上

xlC.rte:7.0.0.1以上

インストールする Oracle 製品について、システムは次の製品固有の要件を満たしている
必要があります。

� Oracle Messaging Gateway

この製品は、Oracle Streams Advanced Queuing（AQ）と次のソフトウェアの統合
をサポートします。

IBM WebSphere MQ V5.3、クライアントおよびサーバー :

mqm.Client.Bnd
mqm.Server.Bnd

� PL/SQL ネイティブ・コンパイル

次のいずれか

- May 2005 XL C/C++ Enterprise Edition V7.0 for AIX PTF（7.0.0.2）

- gcc 3.3.2

注意注意注意注意 : IBM XL C/C++ Enterprise Edition V7.0 コンパイラをインストールしていない
場合は、IBM XL C/C++ Enterprise Edition V7.0 for AIX Runtime Environment 
Component をインストールする必要があります。ランタイム環境ファイルセットは、
ライセンス要件なしで次のリンクからダウンロードできます。

http://www-1.ibm.com/support/docview.wss?uid=swg24009788

� Pro*C/C++、Oracle Call Interface、Oracle C++ Call Interface および Oracle XML 
Developer's Kit（XDK）

May 2005 XL C/C++ Enterprise Edition V7.0 for AIX PTF（7.0.0.2）

このソフトウェアは、次のリンクからダウンロードできます。

http://www-1.ibm.com/support/docview.wss?uid=swg24009787

注意注意注意注意 : Oracle Universal Installer は、記載されている要
件を満たしているかどうか確認するために、システムの
チェックを実行します。これらのチェックが確実に成功
するように、Oracle Universal Installer を起動する前に要
件を確認してください。



 6

gcc 3.3.2

注意注意注意注意 : IBM XL C/C++ Enterprise Edition V7.0 コンパイラをインストールしていない
場合は、IBM XL C/C++ Enterprise Edition V7.0 for AIX Runtime Environment 
Component をインストールする必要があります。ランタイム環境ファイルセットは、
ライセンス要件なしで次のリンクからダウンロードできます。

http://www-1.ibm.com/support/docview.wss?uid=swg24009788

� Oracle JDBC/OCI ドライバ

Oracle JDBC/OCI ドライバでは、次のバージョンの JDK を使用できます。

- JDK 1.4.2（64 ビット）

- JDK 1.3.1.11（32 ビット）

- JDK 1.2.2.18

このリリースには、IBM JDK 1.4.2（32 ビット）がインストールされています。

システムがこれらの要件を満たしていることを確認するには、次の手順を実行します。

1. AIX のバージョンを調べるには、次のコマンドを入力します。

# oslevel -r

オペレーティング・システムのバージョンが AIX 5.2.0.0 Maintenance Level 04
（5200-04）未満の場合は、オペレーティング・システムをこのレベルにアップグレー
ドします。AIX 5L バージョン 5.2 メンテナンス・パッケージは、次の Web サイトか
ら入手できます。

http://www-912.ibm.com/eserver/support/fixes/

2. 必要なファイルセットがインストールおよびコミットされているかどうかを調べるに
は、次のコマンドを入力します。

# lslpp -l bos.adt.base bos.adt.lib bos.adt.libm bos.perf.perfstat 
bos.perf.libperfstat bos.perf.proctools

ファイルセットがインストールおよびコミットされていない場合は、インストールし
ます。 ファイルセットのインストールの詳細は、オペレーティング・システムまたは
ソフトウェアのマニュアルを参照してください。

また、システムに次のパッチがインストールされていることも確認する必要があります。
このリストに続く手順では、これらの要件を確認する方法について説明します。

� AIX のすべてのインストールについて、次のパッチが必要です。

Authorized Problem Analysis Reports（（（（APARs））））for AIX 5L v5.2 ML 04:

IY63133: large percentage of CPU time spent in ldata_balance routine
IY64978: deadlock with concurrent renaming and unlinking under JFS
IY63366: dlsym returns null even for valid symbol in AIX520 ML-4
IY64691: chvg -b can cause corruption and crash
IY64737: AIO can hang in knotunlock
IY65001: mklvcopy on a striped lv is failing to update lvcb

注意注意注意注意 : リストに記載されているよりも新しいバージョン
のパッチがシステムにインストールされている場合もあ
ります。リストに記載されているパッチがインストール
されていない場合は、リストに記載されているバージョ
ンをインストールする前に、最新のバージョンがインス
トールされているかどうかを調べてください。
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Authorized Problem Analysis Reports（（（（APARs））））for AIX 5L v5.3 ML 02:

IY58143: REQUIRED UPDATE FOR AIX 5.3
IY59386: libdepend.mk files are all empty
IY60930: Unable to delete network routes
IY66513: LDR_CNTRL turns on undesirable option when initialized with 
incorrect value
IY70159: krtl relocation problem

� PL/SQL のネイティブ・コンパイル、Pro*C/C++、Oracle Call Interface、Oracle 
C++ Call Interface または Oracle XML Developer's Kit（XDK）のインストール

May 2005 XL C/C++ Enterprise Edition V7.0 for AIX PTF（7.0.0.2）:

 IY64361: Exception in putdiag_no_handler() when -O is specified

IY65361: May 2005 XL C Enterprise Edition V7.0 for AIX PTF

IY65362: MAY 2005 XL C/C++ Enterprise Edition V7 for AIX

� Oracle Messaging Gateway インストールの場合、WebSphere MQ の次の修正サービ
ス・ディスケット（CSD）が必要です。

WebSphere MQ の修正サービス・ディスケット（CSD）:

WebSphere MQ V5.3 FP 9 の CSD03 以上

� Oracle JDBC/OCI ドライバ

注意注意注意注意 : これらの APAR は、関連する JDK バージョンを使用している場合のみ必要で
す。

JDK 1.4.2（（（（64 ビット）に必要なビット）に必要なビット）に必要なビット）に必要な APAR:

IY63533: DK 1.4.2 64-bit SR1 caix64142-20040917

JDK 1.3.1.11（（（（32 ビット）に必要なビット）に必要なビット）に必要なビット）に必要な APAR:

IY58350: SDK 1.3.1 32-BIT SR7P : CA131IFX-20040721A

IY65305: JAVA142 32-BIT PTF : CA142IFX-20041203

JDK 1.2.2.18 に必要なに必要なに必要なに必要な APAR:

IY40034: SDK 1.2.2 PTF: CA122-20030115

システムがこれらの要件を満たしていることを確認するには、次の手順を実行します。

1. APAR がインストールされているかどうかを調べるには、次のようなコマンドを入力
します。

/usr/sbin/instfix -i -k "IY63133 IY64978 IY63366 \ IY64691 IY65001 IY64737 
IY64361 IY65305 IY58350 \ IY63533"

APAR がインストールされていない場合は、次の Web サイトからダウンロードして
インストールします。

http://www-912.ibm.com/eserver/support/fixes/

2. CSD for WebSphere MQ が必要な場合は、ダウンロードおよびインストールの情報に
ついて次の Web サイトを参照してください。 

http://www.ibm.com/software/integration/mqfamily/support/summary/aix.html
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5 必要なオペレーティング・システム・グループおよ必要なオペレーティング・システム・グループおよ必要なオペレーティング・システム・グループおよ必要なオペレーティング・システム・グループおよ
びユーザーの作成びユーザーの作成びユーザーの作成びユーザーの作成
Oracle Database をインストールする場合、次のローカル・オペレーティング・システ
ム・グループおよびユーザーが必要です。

� Oracle インベントリ・グループ（oinstall）

� OSDBA グループ（dba）

� Oracle ソフトウェア所有者（oracle）

� 権限のないユーザー

これらのグループおよびユーザーがすでに存在しているかどうかを調べる場合、または必
要に応じて作成する場合は、次の手順に従います。

1. oinstallグループが存在しているかどうかを調べるには、次のコマンドを入力し
ます。

# more /etc/oraInst.loc

このコマンドの出力結果が oinstallグループ名を示している場合、そのグループ
はすでに存在しています。

oraInst.locファイルが存在する場合、このコマンドの出力結果は次のようになり
ます。

inventory_loc=/u01/app/oracle/oraInventory
inst_group=oinstall

inst_groupパラメータは、Oracle インベントリ・グループの名前 oinstallを示
しています。

2. 必要に応じて、次のようにして oinstallグループを作成します。

a. 次のコマンドを入力します。

# smit security

b. 適切なメニュー項目を選択して、oinstallグループを作成します。

c. [F10] キーを押して終了します。

同じ手順を実行して、OSDBA グループを作成します。

3. oracleユーザーが存在し、正しいグループに属しているかどうかを調べるには、次
のコマンドを入力します。

# id oracle

oracleユーザーが存在する場合は、このコマンドにより、ユーザーが属しているグ
ループに関する情報が表示されます。出力結果は次のようになります。oinstall
がプライマリ・グループで、dbaがセカンダリ・グループであることが示されてい
ます。

uid=440(oracle) gid=200(oinstall) groups=201(dba),202(oper)

4. oracleユーザーを作成するには、次の手順を実行します。

a. 次のコマンドを入力します。

# smit security

b. 適切なメニュー項目を選択して oracle ユーザーを作成し、次の情報を指定しま
す。
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「「「「Primary GROUP」」」」フィールドで、Oracle Inventory グループを指定します。た
とえば、oinstallと指定します。

「「「「Group SET」」」」フィールドで、OSDBA グループおよび必要に応じて OSOPER グ
ループを指定します。たとえば、dbaまたは dba、operと指定します。

c. [F10] キーを押して終了します。

d. 次のように oracle ユーザーのパスワードを設定します。

# passwd oracle

5. nobodyユーザーが存在しているかどうかを調べるには、次のコマンドを入力しま
す。

# id nobody

このコマンドに nobodyユーザーに関する情報が表示される場合、ユーザーを作成
する必要はありません。

nobodyユーザーが存在しない場合は、次のコマンドを入力して作成します。

# smit security

適切なオプションを指定して、権限のない nobody ユーザーを作成し、[F10] キーを
押して終了します。

6 必要なディレクトリの作成必要なディレクトリの作成必要なディレクトリの作成必要なディレクトリの作成
次のような名前のディレクトリを作成し、それらのディレクトリに、適切な所有者、グ
ループおよびアクセス権を指定します。

� Oracle ベース・ディレクトリ

� オプションの Oracle データ・ファイル・ディレクトリ（オプション）

Oracle ベース・ディレクトリには 3GB の空きディスク領域、Oracle データファイル・
ディレクトリを別に作成しない場合は、4GB の空きディスク領域が必要です。

これらのディレクトリを作成する場所を決定するには、次の手順を実行します。

1. 次のコマンドを入力して、マウントされているすべてのファイル・システムに関する
情報を表示します。

# df -k

このコマンドにより、システムにマウントされているすべてのファイル・システムに
関する情報が表示されます。次のような情報があります。

� 物理デバイス名

� ディスク領域の合計量、使用量および使用可能な量

� そのファイル・システムのマウント・ポイント・ディレクトリ

2. 表示された情報から、ディスク領域要件を満たす 1 つまたは 2 つのファイル・システ
ムを特定します。

注意注意注意注意 : Oracle データファイル・ディレクトリを別に作
成しない場合、データファイルを Oracle ベース・ディレ
クトリのサブディレクトリにインストールできます。た
だし、これは本番データベースの場合はお薦めしません。



 10

特定するファイル・システムは、認証された NAS デバイス上のローカル・ファイ
ル・システム、クラスタ・ファイル・システムまたは NFS ファイル・システムのい
ずれかになります。

3. 特定した各ファイル・システムのマウント・ポイント・ディレクトリの名前を書き留
めます。

次の例では、/u01はソフトウェアに使用されるマウント・ポイント・ディレクトリ、
/u02は Oracle データ・ファイル・ディレクトリに使用されるマウント・ポイント・
ディレクトリです。ご使用のシステムのファイル・システムに適したマウント・ポイン
ト・ディレクトリを指定する必要があります。

必要なディレクトリを作成し、それらのディレクトリに、適切な所有者、グループおよび
アクセス権を指定するには、次の手順を実行します。

1. 次のコマンドを入力して、Oracle ベース・ディレクトリに対して特定したマウント・
ポイント・ディレクトリにサブディレクトリを作成します。

# mkdir -p /u01/app/oracle

2. Oracle Database ファイルの 2 番目のファイル・システムを使用する場合は、Oracle
データ・ファイル・ディレクトリに対して特定したマウント・ポイント・ディレクト
リに oradataサブディレクトリ（例では /u02）を作成します。

# mkdir /u02/oradata

3. 作成したディレクトリの所有者およびグループを、oracleユーザーおよび
oinstallグループに変更します。

# chown -R oracle:oinstall /u01/app/oracle
# chown -R oracle:oinstall /u02/oradata

4. 作成したディレクトリのアクセス権を 775 に変更します。

# chmod -R 775 /u01/app/oracle
# chmod -R 775 /u02/oradata

7 oracle ユーザーの環境の構成ユーザーの環境の構成ユーザーの環境の構成ユーザーの環境の構成
Oracle Universal Installer は、oracleアカウントから実行します。ただし、Oracle 
Universal Installer を起動する前に、oracleユーザーの環境を構成する必要があります。
環境を構成するには、次の設定が必要です。

� シェル起動ファイルで、デフォルトのファイル・モード作成マスク（umask）を 022
に設定します。

� DISPLAY環境変数を設定します。

oracleユーザーの環境を設定するには、次の手順を実行します。

1. 新しいターミナル・セッションを開始します。

2. X Window アプリケーションがこのシステムで表示できることを確認するために、次
のコマンドを入力します。

$ xhost fully_qualified_remote_host_name

注意注意注意注意 : 次の手順で、/u01および /u02を前述の手順 3
で特定した適切なマウント・ポイント・ディレクトリに
置き換えます。
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3. 次の手順の 1 つを実行します。

� ターミナル・セッションがソフトウェアのインストール先のシステムに接続され
ていない場合は、そのシステムに oracleユーザーとしてログインします。

� ターミナル・セッションがソフトウェアのインストール先のシステムに接続され
ている場合は、ユーザーを oracleに切り替えます。

$ su - oracle

4. oracleユーザーのデフォルトのシェルを調べるには、次のコマンドを入力します。

$ echo $SHELL

5. oracleユーザーのシェル起動ファイルをテキスト・エディタで開きます。

C シェル（cshまたは tcsh）:

% vi .login

6. シェル起動ファイルで次の行を入力または編集して、デフォルトのファイル・モード
作成マスクに値 022 を指定します。

umask 022

7. ORACLE_SID、ORACLE_HOMEまたは ORACLE_BASE環境変数がファイルで設定され
ている場合は、ファイルから対応する行を削除します。

8. 次の行の 1 つをファイルに追加して、AIXTHREAD_SCOPE環境変数を S（システム
全体のスレッド有効範囲）に設定します。

� Bourne シェル（sh）、Bash シェル（bash）、または Korn シェル（ksh）:

AIXTHREAD_SCOPE=S; export AIXTHREAD_SCOPE

� C シェル（csh または tcsh）:

setenv AIXTHREAD_SCOPE S

9. ファイルを保存して、エディタを終了します。

10. シェルの起動スクリプトを実行するには、次のコマンドを入力します。

� Bash シェル :

$ . ./.bash_profile

� Bourne シェルまたは Korn シェル :

$ . ./.profile

� C シェル :

% source ./.login

11. ソフトウェアのインストール先がローカル・システムではない場合は、ローカル・シ
ステムに表示するために、次のようなコマンドを入力して、X アプリケーションに指
示します。

� Bourne、Bash または Korn シェル :

$ DISPLAY=local_host:0.0 ; export DISPLAY

� C シェル :

% setenv DISPLAY local_host:0.0

この例で local_hostは、Oracle Universal Installer の表示に使用するシステム
（ワークステーションまたは PC）のホスト名または IP アドレスです。
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12. ハードウェア要件を確認したときに /tmpディレクトリの空きディスク領域が不十分
と判断した場合は、次のコマンドを入力して、TEMPおよび TMPDIR環境変数を次の
ように設定します。十分な空きディスク領域があるファイル・システム上のディレク
トリを指定します。

� Bourne、Bash または Korn シェル :

$ TEMP=/directory
$ TMPDIR=/directory
$ export TEMP TMPDIR

� C シェル :

% setenv TEMP /directory
% setenv TMPDIR /directory

13. 次のようなコマンドを入力して、ORACLE_BASEおよび ORACLE_SID環境変数を設
定します。

� Bourne、Bash または Korn シェル :

$ ORACLE_BASE=/u01/app/oracle
$ ORACLE_SID=sales
$ export ORACLE_BASE ORACLE_SID

� C シェル :

% setenv ORACLE_BASE /u01/app/oracle
% setenv ORACLE_SID sales

この例では、/u01/app/oracleは以前に作成した Oracle ベース・ディレクトリ、
salesはデータベースをコールする場合に使用する名前（通常は 5 文字以下）です。

14. ORACLE_HOMEおよび TNS_ADMIN環境変数が設定されていないことを確認するため
に、次のコマンドを入力します。

� Bourne、Bash または Korn シェル :

$ unset ORACLE_HOME
$ unset TNS_ADMIN

� C シェル :

% unsetenv ORACLE_HOME
% unsetenv TNS_ADMIN

15. 環境が正しく設定されたことを確認するには、次のコマンドを入力します。

$ umask
$ env | more

umaskコマンドにより値 22、022または 0022が表示されていること、およびこの
項で設定した環境変数に適切な値が設定されていることを確認します。

8 製品ディスクのマウント製品ディスクのマウント製品ディスクのマウント製品ディスクのマウント
ほとんどの AIX システムでは、製品ディスクをドライブに挿入すると自動的にマウント
されます。ディスクが自動的にマウントされない場合は、次の手順を実行してマウントし
ます。

1. ユーザーを root に切り替えます。

$ su - root
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2. 必要に応じて、次のようなコマンドを入力して現在マウントされているディスクを取
り出し、ドライブから取り除きます。

# umount /dvd

この例では、/dvd はディスク・ドライブのマウント・ポイント・ディレクトリで
す。

3. ディスクをディスク・ドライブに挿入します。

4. 次のコマンドを入力します。

# /usr/sbin/mount -rv cdrfs /dev/cd0 /dvd

この例では、/dev/cd0はディスク・ドライブのデバイス名、/cdrom はマウント・
ポイント・ディレクトリです。

5. Oracle Universal Installer に「ディスクの場所」ダイアログ・ボックスが表示される
場合は、ディスク・マウント・ポイント・ディレクトリ・パスを入力します。

例 :

/dvd

9 Oracle Database のインストールのインストールのインストールのインストール
oracleユーザーの環境を構成した後、次のようにして Oracle Universal Installer を起動
し、Oracle Database をインストールします。

1. Oracle Universal Installer を起動するには、次のコマンドを入力します。

$ cd /tmp
$ /directory_path/runInstaller

Oracle Universal Installer が起動しない場合、『Oracle Database インストレーショ
ン・ガイド for AIX 5L Based Systems（64-bit）』で、X Window の表示エラーのトラ
ブルシューティングに関する情報を参照してください。

2. 次の表に、Oracle Universal Installer の各画面で推奨するアクションを説明します。
次のガイドラインを使用して、インストールを完了します。

� より詳細な情報が必要な場合、またはデフォルト以外のオプションを選択する場
合、「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」をクリックすると追加情報が表示されます。

� ソフトウェアのインストール時またはリンク時にエラーが発生した場合、
『Oracle Database インストレーション・ガイド for AIX 5L Based Systems
（64-bit）』のトラブルシューティングに関する情報を参照してください。

注意注意注意注意 : 前述のタスクを完了している場合、ほとんどの画
面でデフォルトを選択してインストールを完了できます。

画面画面画面画面 推奨するアクション推奨するアクション推奨するアクション推奨するアクション

インストール方法の選択 デフォルトでは、「基本インストール」オプションが選択され
ています。

Oracle ホームのディレクトリ・パスを指定します。UNIX 
DBA グループ oinstallが選択されていることを確認しま

す。初期データベースを作成する場合は、初期データベース
の名前およびパスワードを設定します。「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックし
ます。 
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10 Oracle Database 10g Companion CD からの製品のインからの製品のインからの製品のインからの製品のイン
ストールストールストールストール
Oracle Database 10g Companion CD には、インストール可能なその他の製品が収録され
ています。これらの製品のインストールが必要かどうかは、使用する Oracle Database 製
品または機能によって異なります。次の製品または機能を使用する場合は、Companion 
CD から Oracle Database 10g 製品をインストールする必要があります。

� JPublisher

� Oracle JVM

� Oracle interMedia

� Oracle JDBC Development Drivers

インベントリ・ディレクトリ
および接続情報の指定

この画面は、システム上に初めて Oracle 製品をインストール

する場合にのみ表示されます。

Oracle インベントリ・ディレクトリのフルパスを指定しま

す。選択されているオペレーティング・システム・グループ
が oinstallであることを確認します。「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリック

します。

製品固有の前提条件の確認 前提条件の確認がすべて成功したかどうかを確認してから、
「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。 

Oracle Universal Installer は、システムが Oracle ソフトウェ

アを実行するように正しく構成されているかどうかを確認し
ます。このマニュアルに記載されているインストール前の手
順をすべて実行した場合は、すべての確認が成功します。

確認に失敗した場合は、画面に表示された失敗の原因を確認
してください。可能であれば、問題を修正して確認を再実行
します。システムが要件を満たしていることを確認した場合
は、失敗した確認のチェック・ボックスを選択して、要件を
手動で確認することもできます。

サマリー この画面に表示されている情報を確認して、「インストール」「インストール」「インストール」「インストール」
をクリックします。

インストール 「インストール」画面には、製品のインストール中にステータ
ス情報が表示されます。

コンフィギュレーション・
アシスタント

この画面には、ソフトウェアの構成およびデータベースの作
成を実行するコンフィギュレーション・アシスタントのス
テータス情報が表示されます。このプロセスの終了時にメッ
セージが表示された場合は、「「「「OK」」」」をクリックして続行しま

す。

構成スクリプトの実行 プロンプトが表示されたら、指示を読み、この画面に表示さ
れたスクリプトを実行します。「「「「OK」」」」をクリックして続行し

ます。

インストールの終了 コンフィギュレーション・アシスタントにより、Oracle 
Enterprise Manager Database Control を含めたいくつかの

Web ベース・アプリケーションが構成されます。この画面に

は、これらのアプリケーションに対して構成された URL が

表示されます。使用されている URL を書き留めます。これ

らの URL で使用されているポート番号は、次のファイルに

も記録されています。

oracle_home/install/portlist.ini

Oracle Universal Installer を終了するには、「終了」「終了」「終了」「終了」をクリッ

クしてから「はい」「はい」「はい」「はい」をクリックします。

画面画面画面画面 推奨するアクション推奨するアクション推奨するアクション推奨するアクション
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� Oracle SQLJ

� Oracle Database のサンプル

� Oracle Text 提供のナレッジ・ベース

� Oracle Ultra Search

� Oracle HTML DB

� Oracle Workflow サーバーおよび中間層コンポーネント

Companion CD からソフトウェアをインストールする方法の詳細は、『Oracle Database 
Companion CD クイック・インストレーション・ガイド for AIX 5L Based Systems

（64-bit）』を参照してください。

11 インストール後の作業インストール後の作業インストール後の作業インストール後の作業
Oracle Database のこのリリースについて理解するために、次のタスクを実行することを
お薦めします。

� Web ブラウザから Oracle Enterprise Manager Database Control にログインします。 

Oracle Enterprise Manager Database Control は、1 つの Oracle Database インストー
ルの管理に使用できる Web ベースのアプリケーションです。Database Control のデ
フォルトの URL は、次のようになります。

http://host.domain:1158/em/

ログインするには、ユーザー名 SYS を使用して SYSDBA として接続します。Oracle 
Database 10g のインストール時にこのユーザーに対して指定したパスワードを使用
します。

� 『Oracle Database インストレーション・ガイド for AIX 5L Based Systems（64-bit）』
の、必須およびオプションのインストール後のタスクを参照してください（使用する
製品によって異なります）。

� 『Oracle Database インストレーション・ガイド for AIX 5L Based Systems（64-bit）』
の、Database Control を使用してインストール済データベースの構成を確認する方法
を参照してください。

� Oracle Enterprise Manager Database Controlを使用してデータベースを管理する方法
については、『Oracle Database 2 日でデータベース管理者』を参照してください。

このマニュアルは、新しい Oracle DBA を対象としており、Database Control を使用
して、Oracle Database インストールのあらゆる面を管理する方法を説明します。ま
た、インストール時に構成しなかった可能性がある、電子メール通知および自動バッ
クアップを使用可能にする方法も説明しています。

12 追加情報追加情報追加情報追加情報
この項では、次の内容について説明します。

� 製品のライセンス

� サポートおよびサービス

製品のライセンス製品のライセンス製品のライセンス製品のライセンス

このメディア・パックに含まれている製品は、トライアル・ライセンス契約に基づき、30
日間、インストールおよび評価できます。 ただし、30 日間の評価期間後もいずれかの製品
の使用を継続する場合、プログラム・ライセンスをご購入いただく必要があります。

サポートおよびサービスサポートおよびサービスサポートおよびサービスサポートおよびサービス

次の各項に、各サービスに接続するための URL を記載します。 
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Oracle サポート・サービスサポート・サービスサポート・サービスサポート・サービス オラクル製品サポートの購入方法、および Oracle サポート・
サービスへの連絡方法の詳細は、次の URL を参照してください。

http://www.oracle.com/lang/jp/support/index.html

製品マニュアル製品マニュアル製品マニュアル製品マニュアル 製品のマニュアルは、次の URL にあります。 

http://www.oracle.com/technology/global/jp/documentation/index.html

研修およびトレーニング研修およびトレーニング研修およびトレーニング研修およびトレーニング 研修に関する情報とスケジュールは、次の URL で入手できま
す。 

http://education.oracle.com/pls/web_prod-plq-dad/db_pages.getpage?page_id=3

その他の情報その他の情報その他の情報その他の情報 オラクル製品やサービスに関するその他の情報については、次の URL か
ら参照してください。 

http://www.oracle.com/lang/jp/index.html
http://www.oracle.com/technology/global/jp/index.html

13 ドキュメントのアクセシビリティについてドキュメントのアクセシビリティについてドキュメントのアクセシビリティについてドキュメントのアクセシビリティについて
オラクル社は、障害のあるお客様にもオラクル社の製品、サービスおよびサポート・ド
キュメントを簡単にご利用いただけることを目標としています。オラクル社のドキュメン
トには、ユーザーが障害支援技術を使用して情報を利用できる機能が組み込まれていま
す。HTML 形式のドキュメントで用意されており、障害のあるお客様が簡単にアクセス
できるようにマークアップされています。標準規格は改善されつつあります。オラクル社
はドキュメントをすべてのお客様がご利用できるように、市場をリードする他の技術ベン
ダーと積極的に連携して技術的な問題に対応しています。オラクル社のアクセシビリティ
についての詳細情報は、Oracle Accessibility Program の Web サイト
http://www.oracle.com/accessibility/を参照してください。

ドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについてドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについてドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについてドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについて

スクリーン・リーダーは、ドキュメント内のサンプル・コードを正確に読めない場合があ
ります。コード表記規則では閉じ括弧だけを行に記述する必要があります。しかしスク
リーン・リーダーは括弧だけの行を読まない場合があります。

外部外部外部外部 Web サイトのドキュメントのアクセシビリティについてサイトのドキュメントのアクセシビリティについてサイトのドキュメントのアクセシビリティについてサイトのドキュメントのアクセシビリティについて

このドキュメントにはオラクル社およびその関連会社が所有または管理しない Web サイ
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